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ひさ広報あ

今
年

一
年
お
世
話
を
し
て
い
た
だ
く
区
長
さ
ん

m名、

町
内
会
長
さ
ん
川
名
の
方
々
が
つ

y
の
よ
う
に
決
ま
り

ま
し
た
。
ま
た
、
去
る
2
月
口
日
に
第
一
回
の
区
長
会
が
開
催

さ
れ
、
区
長
会
長
じ
泊
三
区
の
美
佐
光
平
氏
、
副
会
長

に
境
の
水
島
近
太
郎
氏
と
決
ま
り
ま
し
た
。

一
年
間
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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今
年
の
農
作
業
賃
金
と
農
業
機
械
標

準
料
金
が
次
の
ヰ
ヲ
に
決
定
し
ま
し
た
。

・
雇
用
労
働
賃
金

マ
一
日
当
た
り
農
作
業
代
金

国
力

6
3
0
0
円

女

4
7
0
0円

マ
農
業
機
械
の
糠
準
料
金
に
つ
い
て

は
耕
地
の
条
件
な
ど
に
よ
り
2
割

以
内
の
増
減
が
で
き
ま
す
。

－
作
業
時
間

午
前
7
時
却
分
か
ら
午
後
5
時
却

分
ま
で
、
同
宣
食
時
聞
は
1
時
間
、
休

恕
時
間
午
前
、
午
後
と
も
各
却
分

マ
時
間
超
過
賃
金

1
時
間
当
た
り

男

8
7
0円

女

6
9
0円

マ
防
い
は
で
き
る
だ
け
簡
素
に
し
て
、

男
女
と
も
5
0
0
円
程
度
と
す
る
。
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神
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町春の火災予防運動
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治
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晩
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滑

降
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末

上

盛

義

水

島

繁

光

土

師

消

次

川
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忠

一

広

川

邦

広
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英

雄

来
上
外
茂
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（
敬
称
略
）

昭
和
問
年
春
季
令
闘
火
災
予
防
運
動

が
次
の
も
の
多
量
点
目
標
と
し
て
実
地

さ
れ
ま
す
。

3月20日～ 3月26日

ー
、
身
体
不
自
由
者
等
を
中
心
と
し
た

焼
死
防
止
対
策
の
徹
底

2
、
家
庭
に
お
け
る
防
火
対
策
の
推
進

3
、
防
火
対
象
物
に
か
か
る
防
火
安
全

の
確
保

4
、
異
常
乾
燥
時
及
び
強
風
時
の
火
災

発
生
防
止
対
策
の
推
進

な
お
、
期
間
中

（3
月
初
日
1
3月

初
日
）
午
前
7
時
と
午
後
9
時
の
2
回

サ
イ
レ
ン
を
吹
鳴
し
ま
す
。

宝 ー 宝正隆一
一己隆志智夫

＠ 

消
火
器
の
押
し
売
り

に
気
を
つ
け
よ
う

消防署員によく似た服装

のセールスマンから「高い

消火器を買わされた」とい

‘ヲ苦情があります。

消防署員は消火器会主り

歩きません。御注意を／

機種 棟準料金 嫡 要

緋起のみ 10, 100肉

総連機
耕起・代かき 11, 900問

緋起・荒くり
13,500問代かき

緋起のみ 6,600肉

緋起から
12,600阿トラクター 仕上げまで

転作作業の緋起か 重在地料金
ら畦立て！.U也まて. 9,600問 3,000内含む

回織機 6,200同 術助員含まず

コンパイン 17,000円 量EのメIJ取り も
同級

防除作業 500問 ホース散布

ケイ綬散布 100阿 l袋（20kg)
当’）

佐山浜吉追沢西西池勝尾山国河
渡田川江分悶回村原、田崎本中内
啓

市敏太錫繁 鉄吉功武 政明俊
蔵春郎寛蔵消失笑基男進雄正正

向若松西三東二東一束三清二清一清上よさ害本大弥中 泊
陽草涛 草草草丁水丁水丁水町町 倖 一
町町町町部開抑制町目町目町思案町町屋前町区

既
婚
の
婦
人
労
働

者
が
増
加
し
て
い
ま

す
が
、
働
き
続
け
る

上
で
仕
事
と
出
産
、

育
児
の
両
立
が
図
維

な
た
め
に
、
退
職
せ

ざ
る
手
持
な
い
婦
人

も
多
い
の
が
実
情
で

す
。
こ
の
よ
っ
な
こ

と
は
、
企
業
に
と
っ

て
は
熟
練
し
た
・
労
働
力
の
確
保
の
蘭
な

ど
か
ら
マ
イ
ナ
ス
で
あ
り
、
出
産
や
育

児
期
間
を
終
、
え
て
再
び
就
職
す
る
婦
人

に
と
っ
て
も
、
労
働
条
件
に
お
い
て
不

利
な
面
が
多
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

こ
の
た
め
、
「
勤
労
婦
人
福
祉
法
」

で
は
、
事
業
主
に
対
し
育
児
休
業
制
度

の
笑
施
を
要
請
し
て
い
ま
す
。

育
児
休
業
と
は
、
乳
幼
児
を
持
つ
婦

人
労
働
者
が
希
塑
し
た
州
窓
口
、
休
業
中

の
行
金
に
つ
い
て
は
無
給
又
は
減
制
さ

れ
ま
す
が
職
場
で
の
身
分
や
地
位
を
失

わ
な
い
で
、

一
定
期
間
休
業
し
て
育
児

に
専
念
し
た
後
に
、
同
び
復
職
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
制
度
で
す
。

小
・
中
学
校
等
の
女
チ
教
総
員
や
医

療
ぬ
設
、
社
会
福
祉
施
設
等
の
肴
議
婦
、

保
母
な
ど
に
つ
い
て
は
、
い
わ
ゆ
る
育

児
休
業
法
が
制
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

労
働
省

（婦
人
少
年
単
）
で
は
、
育

児
休
業
の
普
及
促
進
を
図
る
た
め
に
、

育
児
休
業
制
度
を
採
期
す
る
疹
業
、
主
に

対
し
て
、
寸育
児
休
業
奨
励
金
」
や

「特

定
戦
績
育
児
休
業
利
用
助
成
給
付
金
」

を
支
給
し
て
い
ま
す
。
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一
間

国

民

年
金
制
度
に
加
入
す
る

問

答

、
す
べ
て
の
人
が
年
金
制
金
が
生
か
さ
れ
て
支
給
さ
れ
て
い
ま

一

～

か
ど
う
か
は
個
人
の
自
由
で
す
度
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

す
。
そ
の
人
た
ち
が
年
を
と
る
と
、

…
か

？

？

ま

た

次

の
世
代
の
人
た
ち
の
出
し
合

っ
た
お
金
が
生
か
さ
れ
て
年
金
が
文

一
喜

8
つ
の
公
的
芸
制
度

寸
1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

給
さ
れ
る
と
い
う
景
品

一
，ー

が
議
さ
れ
た
こ
と
で
、

一

｜

；

・

・

・

l
；

；

・

3
一

ぐ
り
に
な
っ
て
い
く
も
の
で
て

一
ヨ
ヨ
巳
巳
』
Z

司
司
長
室
ト

一

～
初
歳
以
上
の
国
民
は
何
ら
か
の

一

一

玉

＝

実

平

金

曜

談

室

＋

一

決
し
て
、
た
だ
単
に
自
分
の
積

一
E
E
』
重
本
－
一
＝
一
ヨ
－

一

一
年
金
制
度
に
加
入
す
る
こ
と
に

一

l
i
d－
4
1
・・
d

a
－－
：

－

ト

一
立
て
た
お
金
だ
け
で
自
分

2

－

．，，

一

〕
な
り
ま
し
た
。
戦
場
に
働
〈
人

「

｜
｜

l
i
l
i－
－

－

I
l
l
i－
－

－

4
L

後
の
年
金
が
支
給
さ
れ
る
と
い

一
は
、
そ
こ
に
抗
戦
す
る
と
同
時
に
自

答

2
月
号
で
述
べ
た
主
つ
に
、
生
う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

）
分
の
意
志
に
か
か
わ
り
な
く
加
入
す
活
の
保
障
は
、
社
会
的
な
こ
と
と
こ
の
主
フ
な
こ
と
が
一
固
め
社
会

一
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
国
民
年
し
て
お
五
い
に
助
け
A
q
フ
精
神
が
そ
の
的
な
制
度
と
し
て
と
ら
れ
て
い
る
限

～
金
も
同
じ
こ
と
で
す
。
偶
人
の
自
由
基
本
に
あ
り
ま
す
。
た
と
え
ば
、
現
在
り
、
そ
の
制
度
の
安
定
と
発
展
の
た

～
に
ま
か
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
こ
れ
を
の
お
と
し
よ
り
の
老
齢
年
金
は
、
い
ま
め
に
は
、
す
べ
て
の
国
民
が
加
入
し＠

 
nU寸
守

f
n
urみんなのひろば」「カメラ散歩」は休みます。園都合により



消防団
春季演習で

サイレン吹鳴

朝日町消防団春季演

習が次の要領で笑飽き

れ，サイレンを吹鳴し

ますので火災と間違わ

ないでください。

・期日 3月27日（日）

・場所 朝日町全域

・時間 午前7時

(i寅習招集信号）

午前8時～午後

0時

u肖~Jj1*iサイレ

ン吹II.~音）

進
学
資
金
を
貸
付
け
ま
す

雇
用
促
進
事
業
団

雇
用
促
進
事
業
団
で
は
、
た
だ
い
ま

勤
労
者
本
人
又
は
そ
の
子
弟
の
高
等
学

校

・
大
学
等
に
進
芋
す
る
た
め
に
必
要

な
進
学
資
金
の
貸
付
け
を
行
っ
て
い
ま

す
。
－
貸
付
け
を
受
け
ら
れ
る
方

川
直
接
融
資

勤
労
者
で
財
形
貯
蓄
を
し
て
い
る

こ
と
。
（
貯
議
期
間
は
問
い
ま
せ

ん
。）

山
転
貸
級
資

事
業
主
で
財
形
貯
蓄
制
度
を
導
入

し
て
い
る
こ
と
。
（
事
業
主
か
ら

転
貨
を
受
け
ら
れ
る
勤
労
者
は
、

財
形
貯
蓄
を
し
て
い
る
方
で
す
。）

．
貸
付
金
の
種
類

川
入
学
金

・
綬
業
料
等

ω受
験
料

・
受
験
の
た
め
の
旅
費
宿

泊
料
等

ωそ
の
他
進
学
に
必
要
な
資
金

（教
科
書
代
・
制
服
代
・
下
宿
の

ム
行
政
相
談

時

第

1
・
3
火
曜
日

午
前
叩
時
i
午
後
3
時

朝
日
町
一
怖
社
セ
ン
タ
ー

川

上

嘉

一

（宮
3
1
0
0
5
0）

H t

’
’f
 

村

内

相
談
員

内

ム
人
権
法
律
・
登
記
相
談

3
月
日
日
（火
）

午
後
l
時

1
午
後
4
時

朝
日
町
福
祉
セ
ン
タ
ー

人
俄
係
議
委
員

上
問

憲

二

（宮
2
1
0
1
2
7）

氏

自

祐

労

（

2
2
1
2
1
6
4）
 

前平野

三
郎

（宮
2
1
1
0
1
4）

日

時

相場
3炎
民所

ご案とー－．｝ 桜

ム
心
配
ご
と
相
談

毎
週
火
曜
日

午
前
叩
時
i
午
後
3
時

朝
日
町
福
祉
セ
ン
タ
ー

（宮
3
1
0
5
7
6）

相

日

時

主義

所

ム
交
通
事
故
巡
回
相
談

第
1
・
3
月
山
崎
日

午
前
日
時
1
午
後
3
時

黒
部
市
中
央
公
民
館

第
1
・
3
水
凶
日

午
前
叩
時
i
午
後
3
時

県
魚
津
総
合
庁
舎
内

魚
津
地
方
県
民
相
談
室

①
日
時

② 

品書場
所

敷
金
等
｝

．
徹
宵
絡
般
の
範
囲

修
学
期
聞
が

6
ヵ
月
以
上
の
も
の
に

限
り
ま
す
。

川
高
等
学
校

・
高
等
専
門
学
校
及
び

大
学
ω盲
学
校

・
態
学
校
及
び
養
誠
学
校

の
高
等
部

ω専
修
学
校
日
以
び
各
Mm学
校

何
そ
の
他
各
省
庁
設
訟
法
等
に
よ
る

教
育
施
設

・

貸

付

額

財
形
貯
帯
残
向
の

3
倍
ま
で
で
、
限

度
額
は
叩
万
円
以
上
捌
万
阿
ま
で
で
す
。

．
貸
付
条
件

川
口
付
利
率
年
9
・
3
3%

ω返
済
期
間

5
年
以
内

（似
置
l

年
を
含
め
ま
す
。）

ω返
済
方
法
元
利
均
等
割
賦
返
信
川

で
毎
月
払

・
ボ
ー
ナ
ス
時
払
又
は

両
者
併
用
の
3
種
類
で
す
。

川
保
証
人
連
術
保
証
人
l
名

（組
保
不
要
で
す
。）

－
借
入
歯
申
込
み

川
安
付
期
間
昭
和
問
年
3
月
訂
日

ま
て
。

ω借
入
申
込
先
お
近
く
の
財
形
進

学
融
資
業
務
取
扱
金
融
機
関
に
備

え
て
あ
る

「進
学
級
資

（直
接

・

転
貸
）
借
入
申
込
書
」

（無
料
）

を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

－

そ

の

他

川
借
入
申
込
み
を
し
て
か
ら
l
週
間

院
で
貸
付
決
定
し
ま
す
。

ω資
金
は
、
進
学
す
る
ニ
と
が
決
定

し
た
と
き
全
制
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

ω既
に
納
付
し
た
人
宇
金
で
も
3
カ

月
以
内
で
あ
れ
ば
借
入
申
込
み
が

で
き
ま
す
。

こ
の
融
資
の
詳
細
に
つ
い
て
は
次
へ

V
名
占
屋
市
中
区
錦
2
丁
目

ω番
目

号
市
本
昭
ピ
ル

5
階
雇
則
促
進
学

業
団
名
古
屋
文
部

宮
0
5
2
1
2

2
l
t
8
7
5
1
Xは
松
寄
り
の

V
財
形
一般
資
業
務
取
扱
金
融
機
関

年
金
相
談
会
を
開
催

日
時

3
月
口
日
（木
）

午
前
日
時
i
午
後
3
時

場
所

朝
日
町
役
場

第

3
会
議
室

厚
生
年
令
や
悶
民
年
金
ま
た
は
健
康

保
険
な
ど
の
相
談
会
を
附
似
し
ま
す
ν

年
金
に
閲
す
る
ご
相
談
は
な
る
べ
く

年
金
子
帳

（ま
た
は
厚
生
年
金
保
険
被

保
険
お
A
）、
も
し
く
は
年
令
社
占
を

ご
持
参
く
だ
さ
い
，
当
日
は
ι燃
は
社
会

保
険
中
務
所
の
年
余
一専
門
行
が
相
談
に

応
じ
ま
す
。

ま
た
、
回
生
年
金
を
も
ら
う
子
続
き

は
、
本
米
、
魚
沼
社
会
保
険
事
務
所
へ

行
か
な
け
れ
ば
で
き
ま
せ
ん
が
、
町
の

年
金
相
談
会
で
で
き
ま
す
か
ら
ご
利
川

く
だ
さ
い
。

抑

国
民
年
金
保
険
料

哨

5
千
側
円
に
／

現
夜
、
国
民
年
金
保
険
料
は
、

5
千

m円
で
す
が
、
日
年
4
月
か
ら
5
千
制

問
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

四
明
L

仕
の
保
険
料
は
、
今
の
給
付
水
敢

に
比
較
し
、
低
い
額
に
お
さ
え
ら
れ
て

い
る
た
め
、
健
全
な
年
金
財
政
を
維
持

し
て
い
く
た
め
に
は
ど
う
し
て
も
保
険

料
の
引
き
上
げ
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

凶
民
年
金
の
加
入
者
は
、
所
得
の
高

い
人
か
ら
低
い
人
ま
で
幅
広
い
層
を
対

象
と
し
て
い
ま
す
の
で
、
い
き
な
り
高

い
保
険
料
と
い
う
わ
け
に
は
い
き
ま
せ

1
4
月
か
ら
｜

ん
。
こ
の
た
め
、
加
入
者
の
負
制
し
が
急

激
に
地
え
る
ニ
と
の
な
い
主
フ
、
毎
年

あ
な
た
の
意
見
で

よ
り
良
い
県
政
を
ノ
．

ー
県
政
モ
ニ
タ
ー
募
集
中

i

高
山
県
て
は
、
県
政
に
対
す
る
意
見

や
要
望
を
、
広
く
県
民
の
皆
さ
ん
か
ら

聞
く
た
め
、
県
政
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
モ
ニ
タ
ー
に
な
れ
ば
、
県

政
に
閲
す
る
建
設
的
な
立
は
、

一袋
望
等

を
随
時
徒
言
し
て
い
た
だ
く
は
か
、
い

く
つ
か
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
答
え
て
い
た

だ
き
ま
す
。
任
期
は
2
年
で
す
ω

・
応
募
資
絡

満
別
歳
以
上
ど
な
た
で

も

（公
職
者
、
公
務
員
は
除
〈
｝

－
締
切

昭
和
問
年
3
月
訂
日

－
あ
し
ら
せ
か
わ
ら
版
。

川
町
が
設
閉
山
す
る
公
共

施
設
や
事
業
の
笑
施
現

地
等
の
制
介
を
通
じ
て
、

川
町
政
に
つ
い
て
の
理
解

と
関
心
を
高
め
て
い
た

だ
く
と
と
も
に
、
率
直

な
御
立
見
や
安
望
を
聞

き
、
県
の
地
策
に
↓以
映

さ
せ
る
た
め

「川
町
政
パ
ス
教
室
」
を
運

行
し
ま
す
。

1
1
1
11

1！
11

．
応
募
は
往
復

一
九
れ

』

ハ
ガ
キ
で
下
記

一
い
パ

一

の
と
お
り
記
入

一
S
2
l
A
V現
行
H

一

し
申
し
込
み
く

「
1
1
1
1
1
1し

だ
さ
い
。

1
11
1
1
1
11

・
受
付
期
間
・

一

V
V
M

一

5
月
分
は
4
月

一

u
r
M
L

一

1
日
1
4
月
8

一
日間
勾
山戸
υ
評

L

q

6
月
分
は

「
1

111－
－

L

4
月
白
日
1
5
月
4
日
。

・
申
込
先
的
…
涼
地
万
県
民
相
談
室

（魚
添
市
新
宿
叩
1
7
総
合
A

げ
合
内
）

「県政パス教室J

を運行します

泊
郵
便
局
か
ら
お
知
ら
せ

2
月
凶
日

（月
山
崎
日
）
か
ら
、
当
局

の
郵
便
・
屯
報
・
証
訴
の
窓
U
取
級
時

間
が
次
の
と
お
り
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

御
不
便
を
お
か
け
す
る
こ
と
も
あ
ろ
う

か
と
は
思
い
ま
す
が
、
御
了
ふ
断
い
ま

す
。
－
平
日

午
前
9
時
か
ら
午
後
5
時
ま

ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド

休
日
営
業
店

3
月、

4
月
の
休
日
常
業
を
行
・
7
ス

タ
ン
ド
は
次
の
と
お
り
て
す
。

3
月
日
日
（日）
小
川
石
油

3
月
初
日
（
日
）
大
家
庄
農
協

3
月
幻
臼
（祭
）
全
店
営
業

3
月
幻
日
（
臼
）
浜
岡
商
店

4
月
3
日
（
日
）中
央
農
協
燃
料
セ
ン

。ノ，
I

4
月
刊
日
（
日
）
朝
日
石
油
（
八
号
線
）

段
階
的
に
保
険
料
を
引
き
上
げ
る
仁
刀
法

が
と
ら
れ
て
い
ま
す
。

加
入
者
の
皆
さ
ん
の
負
仰
は
刷
、
え
ま

す
が
、
同
民
年
金
制
度
を
支
え
て
い
く

た
め
に
、
皆
同
僚
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
付
加
保
険
に
加
入
の
方
は
、

6
千
加
円
に
な
り
ま
す
。

預
金
口
座
の
残
高
確
認
を
ノ
．

ー
国
民
年
金
保
険
料
口
座
振
替
制
度
利
用
の
方
｜

l
、
2
、
3
月
分
の
国
民
年
金
保
険

料
は
、
納
期
が
き
ま
す
と
制
金
口
一
肢
か

ら
自
動
的
に
納
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
し
か
し
．
制
金
銭
高
が
、
保
険

料
額
よ
り
少
な
い
場
合
に
は
引
き
務
し

が
で
き
ず
、
保
険
料
の
納
め
忘
れ
に
な

る
恐
れ
が
あ
リ
ま
す
。

保
険
料
が
き
ち
ん
と
納
め
ら
れ
る
よ

う
、
今
一
度
、
預
金
残
高
の
確
認
を
し

て
く
だ
さ
い
。

で
。

・
土
山
崎
日
午
前
9
時
か
ら
午
後
O
時

却
分
ま
で
。

・
日
山
崎
日

・
休
臼
は
取
り
扱
い
ま
せ
ん
。

な
わ
り
時
間
外
に
お
け
る
取
倣
い
に
つ

き
ま
し
て
は
、
窓
U
て
お
た
ず
ね
く
だ

さ
い
。

…咽
…
通
信
教
育
の

…k
…
生
徒
・受
講
生
を

H

Z
T
M
M
 

。
…
募
集
し
て

い
ま
す

一N
一

－
高
等
学
綬
普
通
科
コ
ー
ス

N
H
K
の
政
返
を
利
川
し
て
、
働
き

な
が
ら
し
両
校
本
業
の
資
絡
を
と
リ
た

入
学
資
料

中
小
校
学
業
・ぃ
小
業
見
込

み
又
は
州
市
市
以

1・の円
子
力
の
あ
る
万

受
付
期
間

3
け
l
H
1
4月
同
日

・
高
等
学
校
教
養
コ

l
ス

高
等
学
校
レ
ベ
ル
の
知
滋
と
教
発
を

身
に
つ
け
た
い
方
に

受
講
資
絡
日
歳
以
上
の
十
々
な
ら
ど

な
た
て
も

受
付
期
間

3
月
l
日
1
4月
初
日

．
社
会
通
信
講
座

（．
道
・
簿
記
な
ど

ロ
幽
偶
座
y
m
コ
l
ス
）

余
暇
を
利
用
し
て
、
組
味
と
教
養
を

身
に
つ
け
た
い
方
に

受
講
資
絡
ど
な
た
で
も

受
付
期
間

2
月
1
日
1
4月
初
日

詳
し
い
案
内
書
を
ご
希
望
の
方
は
、
希

望
め
コ

l
ス
名
を
記
入
し
、
ハ
ガ
キ
で

（系
内
書
・
送
料
は
無
料
）

一T
側
広
山

市
新
総
曲
鎗
3
1
1
N
H
K富
山
放

送
局
N
H
K学
園
係
官

（
0
7
6
41

n
i
l
－

5
5）
 

－
お
し
ら
せ
か
わ
ら
版
＠

4
7
9
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朝
日
町
立
中
央
図
書
館

新
し
い
本

佐

川

若

か

ら

の

手

紙

唐

十

郎

他
嫌

臼
野
修
三

沙

耶

の

い

る

透

悦

図

伊

達

一
行

宏

月

立

総

和

J
T

丹
後
は
椴
．
の
で
あ
る
井
L
L
ひ
さ
し

寂

分

実

ず

大

山

地

み

な

rr

u幻
魔
太
戦

札
溢

・
十
件
相
正

付

（
エ
ミ
〕

戸

興

U
H

ミ
ニ
ヤ
コ
ン
カ
奇
跡
の
生
還
松
凶
宏
也

愛
と
哀
し
み
の
ル
フ
ラ
ン
岩
谷
時
子

作
リ
を
愛
す
る
人
に
肯
川
口
広
士
子

安
が
グ
ン
グ
ン
生
え
て
き
た
大

槻

均

老
化
は
食
べ
物
が
原
因
だ
っ
た

ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン

S
・
フ
ラ
ン
ク

「反
彼
」
凶持

論

吉

本

陪

明

徳
川
家
康
お
も
し
ろ
も
の
し
り
雑
学
事

典

樋

口

消

之

日
本
の
校
①
み
ち
の
く
歪
去
の
虫
仙米
英
社

郷
土
の
伝
説
(84) 

西

東

る来；：で iL （－ー〈
． とはそ山｛j~J, 立
しなのを 似H＿山
て〈時発が ．の
県仏に見熊特！剃
内で公しをに山
数あ をた追 、に
カ’）射話 つ 健 闘
戸斤、たはて中す
にそ熊有奥守る
伝れは名山 ｛1:~｛ぷ
わが、でに伯F説
つ 公τ% あ 入荷l~li
て 1ifE~'i .Q. り えまか数
い如コ熊 。 、の多

と
こ
ろ
で
、
山
崎
、
辻
に
弥

次
右
衛
門
と
い
う
猟
師
が
い
て
、

今
か
ら
約
制
年
程
前
の
あ
る
日
、

小
川
の
奥
よ
り
黒
部
川
の
支
流

〈
盆
R
F

の墨…
薙
川
へ
出
て
狩
を
し
て
い

た
。
柳
又
谷
で
一
匹
の
熊
に
出

合
い
矢
を
射
た
が
当
ら
ず
、
熊

は
巡
げ
出
し
九

後
多
』
追
っ
た

弥
次
右
衛
門
と
は
適
当
な
距
般

を
置
き
な
が
ら
も
、
き
そ
ヲ
よ

う
に
逃
げ
て
い
く
。
H
V
中
で
追

っ
て
い
く
・

2
勺
に
、
内
回
珂
岳

・

仙

m母
谷
を
踊や
之
、
と
ヲ
と
ヲ
立

山
の
山
田
に
登
っ
て
い
た
。
そ

こ
で
熊
は
、
こ
っ
然
と
消
え
白

衣
の
老
人
が
現
わ
れ
「
わ
れ
は

立
山
権
現
で
あ
る
。
熊
を
追
わ

し
め
た
の
は
山
頂
に
神
社
主
返

法
律
蹴
本
シ
リ
ー
ズ

6
冊

第

一
法
規

フ

ラ

ン

ス

語

の

予

紙

市

川

悦

一

中
向
指
手
紙
の
山
口
き
万
詐
典
上
野
忠
司
他

絵
で
比
る
犬
の
応
急
手
当

絵
で
H
凡
る川
仰
の
応
急
手
当

シ
ェ
ル
ド
ン

・
ル
l
ビ
ン

大
菊
百

科

京

阪

ひ

ら

か

た

園

芸

7
議
ま
で
の
お
祝
い
ご
と

生
活
ア
イ
デ
ア
研
究
会

結
締
式

の

っ

た

成

美

堂

出

版

先
輩
・

友
人
の
結
婚
ス
ピ
ー
チ牧
野
佳
郎

講
談
社

山
一
川
布
怖

・
北
陸
．
白
円
以

3
月
四
日

大
人
の
ウ
ン
チ
ク
読
本

介紹の

私
た
ち
の
生
活
の
中
に

本

は

議

と

さ

れ

て

い

て

l
l
l
‘

も
本
米
の
意
味
を
知
ら
な

い
む
の
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
た
と

え
ば
、
一
週
間
は
な
ぜ
日
凶
日
か
ら
始

ま
る
の
？

二

ケ
」
と
い
う
と
き
、

な
ぜ
カ
タ
カ
ナ
の

「
ケ
」
を
僚
つ
め
？

と
き
か
れ
た
ら
「
は
て
？
』
と
考
え
こ

む
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
本
は
、
そ
う
し
た
さ
さ
や
か
な

本
を
読
む
子
ど
も
大
会
を
開
催

岡
市
川
航
で
は
、
兵
点
地
M
れ
の
同
佐川
館

山
館
の
協
力
で
「
K
併
を
よ
む
チ
ど
も
大

会
」
を
聞
き
ま
す
。

「
本
を
続
む
子
ど
も
大
会
」

3
月
同
日
倒

午
後

1
時
泊
分
1
3時

・
会
場

五
筒
庄
公
民
館

－
対
象

幼
児
か
ら
小
学
校
3
年
生

－
プ
ログ
ラ
ム

紙
し
ば
い

U
W絵
、
人
形
劇

本
的
紹
介
、
ま
ん
が
映
闘
他

（入
場
は
無
料
で
す
）

－
日
時

お
ら
が
村
の

立
山
権
現

辻
l
山
崎

ら
し
め
る
た
め
：
：
：
」
と
の
べ
ら
れ
た
。

そ
の
後、

山
頂
に
神
社
が
で
き
．
山
崎

の
村
人
は

．お
ら
が
機
製
機
」
と
わね
神

柄
多
持
っ
て
立
山
ま
い
り
疹
ャ
す
る
よ
う

に
な
っ
た
と
い
う
。

d

司
写
真
は
立
山
閉
山
線
忽
絵
の

矢
後
如
来
の
節
分

れ
ん
げ
読
書
会

3
H
n
n臼
附

午
後
l
時
却
分
1

・
会
場

一
悩
祉
セ
ン
タ
ー
茶
道
室

・
テ
キス
ト
魚
津
だ
よ
リ
池
凶
弥
三
郎
著

－
日
時3月の

⑫④ 。⑦

実
業
之
日
本
社

生
活
上
の
疑
問
に

g
を
向
け
明
快
な
解

答
を
・不し
て
い
ま
す
。

（
「
一

ケ
」
と
い
う
と
き
、
な
ぜ
カ
タ

カ
ナ
の
「
ケ
」
を
使
う
の
か
？

笑
は
「
ケ
」
は
、
カ
タ
カ
ナ
の
「
ケ
」

で
は
な
く
て
、
も
と
も
と
は

「筒
」
と

い
う
漢
字
会
普

く
の
で
す
が
、
ひ
ん
ぱ

ん
に
使
う
の
で
略
し
て

「
ケ
」
と
出
く

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
で
す
か
ら
カ
タ

カ
ナ
の

、
ケ
」
で
は
な
く
、
竹
カ
ン
ム

リ
の
半
分
の

「ん』」

な
の
で
す
J

（本
文
よ
リ
）

占κ
』ド

l ~ 

こ
ど
も
の
健
康
づ
く
り

－
子
供
の
体
を
知
り
ま
し
ょ
う

ぷ
』
供
は
、
大
人
を
小
さ
く
し
た
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
党
内
の
段
階
に
応

じ
て
．
体
に
特
徴
を
も
っ
て
い
ま
す
。

子
供
の
体
を
知
ら
な
い
と
、

子
供
の

帥既
成
は
守
れ
ま
せ
ん
＠
広
い
日
で

f
供

の
発
行
を
H
見
守
れ
る
臥H
い
お
ほ
さ
ん
に

な
っ
て
く
だ
さ
い
。

－
体
温
を
測
り
ま
し
ょ
う

子
供
の
体
温
は
大
人
よ
り
尚
め
で
す
。

ヂ
鉱
山
が
幻
肢
を
抽
悶
え
て
い
る
子
供
も

沢
山
い
ま
す
が
、
平
然
が
低
い
子
供
も

い
ま
す
．
そ
の
た
め
、
凶
作
段
の
体
泌
を

知
っ
て
お
か
な
い
と
、
い
ざ
と
い
う
と

き
に
然
が
出
て
い
る
か
ど
う
か
判
断
が

縫
し
く
な
り
ま
す
。

時
刻
に
よ
っ
て
も
体
温
は
変
化
し
ま

す
。
朝
低
く
、夕
方
高
く
な
る
の
が
普
通

で
す
。
時
々
は
健
康
な
時
に
も
休
場
を

測
っ
て
平
熱
を
知
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

も
ち
ろ
ん
、元
気
が
な
い
、
目
が
う
る
む

と
い
っ
た
出景
品
に
気
づ
い
た
時
に
体
溢

を
測
る
智
俄
を
身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。

・
定
期
鍵
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

健
診
は
、

f
供
の
発
行
の
状
況
や
栄

養
の
取
り
↑
刀
、
し
つ
け
の
仕
方
な
ど
体

や
心
や
・全
般
に
わ
た
っ
て
検
炎
や
指
導

を
受
け
ら
れ
る
よ
い
僚
会
で
す
．
鎚
凶即時

の
制
皮
は
地
域
に
よ
っ
て
災
な
っ
て
い

ま
す
。

「
広
報
あ
さ
ひ
」
で
わ
り
知
ら

せ
し
ま
す
の
で
忘
れ
ず
に
説
ん
で
く
だ

さ
い
。

－
病
気
に
強
い
体
を
つ
く
り
．ま
し
ょ
う

時
限
や
栄
養
を
充
分
に
取
っ
て
、
よ

く
体
を
動
か
し
、
体
力
づ
く
り
を
心
掛

け
て
く
だ
さ
い
．
肌
の
消
潔
に
は
%
を

配
り
ま
し
ょ
う
・

－
母
子
健
康
手
帳
に
記
録
を
記
入
し
ま

ー
」
砂
4F
AJ

。

母
子
健
康
手
帳
に
こ
ま
め
に
発
育
の

記
録
を
記
入
す
る
こ
と
も
、
子
供
の
体

を
知
る
た
め
の
大
切
な
習
慣
で
す
。

善 意の預託
朝日町善意銀行

社会悩祉のためにと．次の方々

から帯意の頗託があ 1）ました．

• is高校ユネスコ 7 ラブさんよ 1)

28. 230f1l 

・平柳 河村忠義さんよリ新日本

地物図鑑一冊．純物鋭祭~興一

冊を中央図轡tr.へ指定寄付
• i自 桑守J!O；惨さんより

5.000Pl 

永ロ友チさんより

2,000円

4,000円

・道下 平崎Iiるゑさんよりε人
悩bl:センターへ 3.000円

• J!i玉県 f長崎世史子さんよリケ
ース入リ人形一例をε人福祉セ
ンターへ街定務付

・長井いずみさんよ＇） NHK将軍外

助け合ぃ袋~金として

1.000円

・朝日町民生会員一同さんより N

トIK海外助け合い殺援金として

30.000ILJ 

・宮崎浦漁業協同組合さんよリ

合切手 1.677枚

・松涛町

と〈名さんよリ・境
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ス

あなだもやってみませんか／

フ
レ

ア
ン
ュ
テ
ニ
ス
と
は
、
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
の
コ

l
ト
を
利
用
し
、
ネ
ッ
ト

の
高
さ
は
1
メ
ー
ト
ル
ぐ
ら
い
で
、
シ

ャ
フ
ト
の
一知
い
ラ
ケ
y
ト
と
テ
ニ
ス
ポ

ー
ル
と
同
じ
大
き
さ
の
ス
ポ
ン
ジ
ボ
ー

ル
を
使
用
し
、
テ
ニ
ス
の
経
験
の
な
い

人
で
も
充
分
楽
し
め
る
主
ヲ
に
考
案
さ

れ
た
新
し
い
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

こ
の
フ
レ
y
シ
ュ
テ
ニ
ス
は
、

当
町

が
考
案
し
合
国
的
に
普
及
し
た
，
ビ
ー

チ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
々
に
続
く
、
設
に
で

も
手
軽
に
楽
し
め
る
ス
ポ
ー
ツ
の
第
二

弾
と
し
て
、
富
山
市
体
育
指
導
員
協
議

会
が
中
心
と
な
っ
て
開
発
し
ま
し
た
。

近
年
、
都
会
で
は
テ
ニ
ス
が
大
流
行

し
て
い
ま
す
が
、
富
山
県
内
で
は
、
テ

ニ
ス
の
ス
マ
ー
ト
さ
と
楽
し
さ
を
手
軽

に
味
わ
う
こ
と
が
で
き
、
し
か
も
狭
い

場
所
で
も
体
力
に
応
じ
た
運
動
量
で
、

践
に
で
も
す
ぐ
に
で
き
る
と
い
う
こ
と

か
ら
、
流
行
し
て
き
て
い
ま
す
・

町
総
合
体
育
館
で
は
、
ラ
ケ
ー
ト
と

ボ
｜
ル
会
貸
し
出
し
て
い
傘
＋
す
の
で
、

あ
な
た
も
一
度
試
し
て
み
て
は
い
か
が

で
す
か
。

ス
ポ
ー
ツ
傷
害
保
険
の
保
険
料
金
が

利
用
者
の
要
望
が
強
い
保
険
金
額
の
低

地
（
入
院
日
額
）
に
伴
っ
て
、
大
幅
に

改
定
さ
れ
ま
し
た
。
利
用
者
の
万
は
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
こ
の
保
険

期
間
は
、
毎
年
4
月
l
日
か
ら
哩
年
3

月
白
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

継
続
さ
れ
る
方
で
も
改
め
て
加
入
子
絞

が
必
要
で
す
。
uTめ
に
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

な
お
、
こ
の
保
険
は
、
ス
ポ
ー
ツ
凶

体
や
社
会
教
育
関
係
団
体
に
所
属
し
て

ス
ポ
ー
ツ
活
動

・
社
会
教
お
り
活
動
を
行

う
人
が
、
そ
の
活
動
中
に
生
じ
た
が
依

等
に
よ
っ
て
山
陽
沼
を
被
っ
た
場
合
、
ニ

4司一年間一名につき

区 分
保 険 料

現行 改 ，玉』E 

A 
円 円
340 320 

第

一 B 400 380 

極
c 680 1,000 

A 9,600 18,200 
第

一 B 3,200 4,260 一
本長
c 1,600 1,530 

。
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e
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e
e
e
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小
学
枝
の
郵

（
5
年
男
子
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①

深

松

圭
二

＠
花
房
仁
志

③
野
村

盟

（
5
年
女
子
｝

①
渡
辺
美
紀

①
長
一
井

静
代

③
邑
沢

香

③
坂
東
絹
子

（6
年
男
チ
）

φ
水
島

H
日徳

＠
大
綴

彬

＠
償

問

潤

（6
年
女
子
｝

①
平

板

瓜

美

＠
小
林
喬
代
子

mw合

優
子

⑤
中
学
校
の
部

（男

チ

）

①
以
内
氷
鍵
台

（幻
紗
7
）
②
鴫
回

一花
（鵠
紗
6
）③
藤
岡

u什
（引い秒
6
）

（
女
子
）

①
自
問
端
恵
チ
（お
紗
4
）
②
小
林
瑞
穂
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抄
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）③
渡
辺
志
保
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抄
O
）
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